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女性部の人数
行田中央支部 29人
川里支部 16人
羽生支部／村君支部 35人
加須中央支部 78人
騎西中央支部 134人
北川辺支部 23人
大利根支部 19人
フレッシュミズ部会 20人
合計 354人

令和７年９月１日現在

女性部全体の主な活動
 ５月 通常総会
 ９月 グラウンド・ゴルフ大会
11月 日帰り旅行

ＪＡほくさい
女性部を紹介します！

ＪＡほくさい女性部は、無理せず楽しくをモットーに活動して今年で
30年目を迎えました！各支部の活動を紹介いたします！

デイサービスの
弁当作りは参加
者の栄養を考え
レシピから作り
ました！

美味しいうどんが
打てました！

行田中央支部
（行田中部支部／南河原支部）

羽生支部／村君支部 川里支部

長谷川佳子支部長

　料理講習や社会貢献を中
心に活動しています。それ
ぞれの活動を大切にしてこ
れからも笑顔はじける組織
でありたいです！

川里フェスティ
バルに参加しま
した。今年はフ
ライドポテトを
販売予定！

長谷川タマ子羽生支部長

　料理実習や手芸、デイ
サービスと活発に活動して
います。
　部員からやりたい事を聞
いて、取り入れながら活動
しています。みんなで楽し
くおしゃべりすると元気に
なります！ 桑原輝美支部長

　令和６年７月に設立し、
現在17名で活動していま
す。明るく楽しく笑顔いっ
ぱいの川里支部です。
　７月に米粉料理教室で、
イタリアン・中華・スイー
ツに挑戦しました。部員と
美味しく楽しい時間を過ご
せました。

※村君支部はニュースストーリー ９ページで紹介しています。
❷



年末に正月
花のアレン
ジメントを
毎年行って
います。

『家の光』記事
活 用 で 小 物 ス
トッカーを作り
ました！

楽しく活動をともにする部員を募集しています。
下記担当者かお近くの営農経済センターへ
お問合せください。

担当者：遠井　☎048-563-3000

女性部員を募集しています！

騎西中央支部
（騎西支部／田ケ谷支部／種足支部／鴻茎支部／高柳支部）

大利根支部北川辺支部

加須中央支部
（加須・北支部／西・志多見支部／水深・大桑支部）

目的別に
活動しているフ

レッシュミズ部会
も部員を募集し

ています！

藤井正子支部長

　「食」と「農」に興味の
ある方！是非部員になって
一緒に活動しませんか？焼
肉のたれ作りやホウ酸団子

（害虫駆除）作りなどが大
人気です！
　笑顔のたえない楽しい活
動が盛りだくさんです！儘田光子支部長

　「話して笑って学んで成
長！女性部でいきいきライ
フ」私達と一緒に活動する
部員募集中です。活動体験
してみたい方も大歓迎で
す。お待ちしています！

大谷佐智子支部長

　令和７年２月に設立し、
活動を始めたばかりです
が、沢山の方々と活動して
いきたいです。
　７月に多肉植物の寄せ植
えをしました。部員相互の
親睦も深まり、楽しい時間
を過ごせました。江田昌子支部長

　地域や直売所のイベント
でお赤飯を作り販売してい
ます。また、年に１回研修
旅行をしています。
　和気あいあいに楽しく活
動しています！

川里女性部の関
根さんに多肉植
物アレンジを丁
寧に教えていた
だきました。

愛知県の八丁味
噌会社を視察し
ました！
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農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

　

今
年
は
、
６
月
中
旬
以
降
日
平

均
気
温
が
平
年
よ
り
高
い
日
が
多

く
、
早
期
栽
培
で
は
出
穂
が
平
年

よ
り
４
日
程
度
早
ま
っ
て
い
ま
す
。

適
切
な
水
管
理
と
適
期
収
穫
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

一 

水
管
理

⑴
台
風
対
策

　
台
風
接
近
前
に
は
、
強
風
に
よ

る
倒
伏
等
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

深
水
と
し
、
通
過
後
に
冠
水
し
た

場
合
は
速
や
か
に
排
水
し
ま
し
ょ

う
。
た
だ
し
、
台
風
通
過
後
に
乾

い
た
強
風
が
吹
い
た
場
合
は
、
風

が
収
ま
る
ま
で
は
湛
水
状
態
を
保

ち
ま
し
ょ
う
。

⑵
落
水

　

早
期
落
水
は
登
熟
を
阻
害
し
、

白
未
熟
粒
発
生
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
最
低
で
も
出
穂
後
30
日
間
は

土
壌
水
分
を
保
ち
、
完
全
落
水
は

収
穫
の
10
日
～
２
週
間
前
か
ら
と

し
ま
し
ょ
う
。

二 

収
穫
の
タ
イ
ミ
ン
グ

　

高
温
に
よ
り
出
穂
が
早
ま
る
傾

向
に
あ
る
た
め
、
昨
年
と
同
程
度

に
収
穫
適
期
が
早
ま
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
い
つ
も
よ
り
早
め
に

穂
の
状
態
を
確
認
し
、
適
期
収
穫

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

表
を
参
考
に
収
穫
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
見
極
め
ま
し
ょ
う
。

⑴
登
熟
積
算
気
温

　

出
穂
か
ら
の
登
熟
積
算
気
温

は
品
種
に
よ
っ
て
多
少
異
な
り

ま
す
が
、
お
よ
そ
9
0
0
℃
～

1
1
0
0
℃
で
す
。「
彩
の
き

ず
な
」
の
登
熟
積
算
気
温
は

9
0
0
℃
～
1
2
0
0
℃
と
幅
広

い
で
す
が
、「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
は

9
5
0
℃
～
1
1
5
0
℃
と
幅
が

狭
く
、
登
熟
後
半
の
枯
れ
上
が
り

が
比
較
的
早
い
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。

⑵
籾
水
分

　

目
標
の
登
熟
積
算
気
温
に
達

し
、
立
毛
で
の
籾
水
分
が
25
％
以

下
に
低
下
し
た
ら
収
穫
適
期
で
す
。

20
％
以
下
に
な
る
と
過
乾
燥
粒
が

増
加
し
、
胴
割
米
の
増
加
や
食
味

の
低
下
を
招
き
ま
す
の
で
、
25
～

20
％
の
間
で
刈
り
取
り
ま
し
ょ
う
。

三 

適
切
な
乾
燥
・
調
整
作
業

　

水
分
差
の
大
き
い
籾
を
混
合
す

る
と
乾
燥
ム
ラ
に
な
り
ま
す
の
で
、

可
能
な
限
り
別
々
に
乾
燥
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
高
水
分
籾
の
急

速
な
乾
燥
は
、
胴
割
米
の
発
生
を

招
き
ま
す
。
張
り
込
み
直
後
は
通

風
乾
燥
を
行
い
、
穀
粒
水
分
が

20
％
程
度
に
低
下
し
た
ら
、
送
風

温
度
40
℃
程
度
の
熱
風
乾
燥
と
し
、

適
正
水
分
14
・
5
％
～
15
・
0
％

ま
で
仕
上
げ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
籾
の
張
り
込
み
量
が
少

な
い
場
合
、
循
環
速
度
が
速
ま
り

胴
割
れ
を
起
こ
し
や
す
く
な
る
た

め
、
乾
燥
は
必
ず
適
切
な
張
り
込

み
量
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

四 

次
作
に
向
け
た
早
期
耕
う
ん

　

稲
刈
り
後
は
、
早
期
に
耕
う
ん

し
て
刈
株
を
埋
没
し
て
枯
ら
し
ま

し
ょ
う
。
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
成
虫

は
、
９
月
ご
ろ
か
ら
越
冬
の
た
め

の
養
分
を
体
に
蓄
え
る
た
め
、
盛

ん
に
稲
穂
を
吸
汁
し
ま
す
。
早
期

耕
う
ん
を
行
う
こ
と
で
イ
ネ
カ
メ

ム
シ
の
越
冬
場
所
兼
エ
サ
と
な
る

ヒ
コ
バ
エ
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
早
期
耕
う
ん
に
は
次
の

メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
①
地
温

の
高
い
10
月
下
旬
ま
で
の
秋
耕
に

よ
り
、
稲
わ
ら
の
腐
熟
が
促
進
さ

れ
、
水
田
の
保
水
力
・
肥
沃
度
の

向
上
が
期
待
で
き
る
。
②
翌
年
の

移
植
後
の
初
期
生
育
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
ガ
ス
湧
き
の
原
因
と
な
る

硫
化
水
素
の
発
生
を
抑
制
で
き
る
。

③
台
風
や
爆
弾
低
気
圧
の
影
響
に

よ
る
、
稲
わ
ら
の
ほ
場
外
へ
の
流

出
被
害
を
防
ぐ
。
④
ク
ロ
グ
ワ
イ

等
の
難
防
除
雑
草
の
塊
茎
を
表
面

に
露
出
さ
せ
、
冬
場
の
寒
さ
や
乾

燥
で
死
滅
さ
せ
る
。

　

ま
た
、
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ

（
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
）
が
多
発
し

て
い
る
ほ
場
は
、
耕
う
ん
の
順
番

を
最
後
に
回
す
か
、
耕
う
ん
後
の

機
械
清
掃
を
徹
底
し
、
農
機
に
よ

る
貝
の
移
動
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

農
業
支
援
部

☎
０
４
８
０
（
61
）
３
９
１
１

図 収穫後のヒコバエを加害するイネカメムシ

水
稲
の
高
温
に
対
応
し
た
栽
培
管
理
と

収
穫
後
の
耕
う
ん
に
つ
い
て

表 出穂期から推定する収穫の目安
品種 田植時期 出穂期の目安注 収穫時期の目安

コシヒカリ 5/25~5/27 ８月 ２日 9/8~9/18

彩のきずな
5/14~5/15 ７月25日 8/25~9/10
6/15~6/16 ８月10日 9/15~9/26

彩のかがやき
5/23~5/25 ８月12日 9/19~9/30
6/24~6/27 ８月23日 10/4~10/16

※出穂期と収穫時期の目安は7月30日現在の熊谷地方気象台の気象データ（予測日前日までの観測デー
タ、予測日以降の予測データ）を基に農技研開発の「農作物発育予測プログラム」を用いて算出したも
のであり、今後の気象状況により前後することがあります。

注）出穂期とは、ほ場全体ですべての穂の40～50％が少しでも頭を出した日のこと

❹



詳細な農業者年金の内容やご
相談については、ＪＡほくさい
か農業委員会または農業者年
金基金にお問い合わせ下さい。
独立行政法人農業者年金基金
☎03-5919-0332（企画調整室）

理
事
会
か
ら

７
月
28
日
の
議
案

①
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
の
作

成
に
つ
い
て

②
役
員
賠
償
責
任
保
険
に
係
る
保

険
料
の
役
員
負
担
額
に
つ
い
て

③
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

税
務
法
律
相
談

10
月
６
日
に
本
店
で
開
催

変動
金利

最大
軽減金利

店頭標準金利（5.555％）から年▲2.800％

軽減金利（保証料込）

2.755年 ％

令和７年５月１日現在

変動金利（保証料込）

2.050年 ％

インターネット
仮審査申込
ご利用できます！

● 農地の賃借には、手続きが必要です ●

■農地の貸付、借受については、農地がある市農政担当課や農業委員会（農業委員な
らびに農地利用最適化推進委員）にご相談ください。

■米等の物納での賃料支払いは取り扱っていません。

農地のある市農政担当課・農業委員会・JA・埼玉県農地中間管理機構

検索https://jahokusai.jp/

お問い合わせ先

農地中間管理事業のしくみ

※借り入れる農地には一定の要件があります。
　詳しくは機構のＨＰをご覧ください。・規模縮小

・経営転換
・農地相続

・規模拡大
・集 団 化
・新規参入

農地中間管理機構（埼玉県農林公社）貸付出し手

公的な機関だから安心です。 まとまりの
ある形で

転貸 受け手

農地中間管理事業を活用しましょう！

　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

〈
日
時
〉　

10
月
６
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

お申込日から
３ケ月以内に
実行する案件

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
本
店 

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店　

資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－

３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

ＪＡ
マイカーローン新

ジャックス保証

埼玉県農林公社 検索

お取引状況
等に応じて

❺



加　　須 騎　　西 北 川 辺 大 利 根
作業単位

作業名 11a以上 11a未満 10a当り 10a当り 10a当り

耕 耘 １ 回 目 8,228 6,600 9,350 9,350

耕 耘 ２ 回 目 5,687 5,280 5,390 5,390

代掻１回耕耘あと 16,940 9,240 16,500 16,500

代掻２回耕耘あと 10,164 7,920 11,990 11,990

田 植 え 10,164 8,250
10,010
11,990

（側条施肥）

10,010
１1,99０

（側条施肥）

育 苗
19,800

10a当り18枚までとする
以後１箱増すごとに1,100

１枚　1,000 １枚
1,210

一切受託者もち
但し種子は別

1枚１,210

余 り 苗 １枚　5００ １枚　385

肥 料 散 布   ３,630
肥料代別途

２,2００（６０㎏まで／１０a）
肥料代別途 ３,960 3,960

農 薬 散 布
乳剤　１,21０
粒剤　２,420
農薬代別途

２,2００
農薬代別途

動噴散布、１戸
５０a以上の受託
とし農薬は委託
者負担4,400

ドローン散布
除草剤　2,500
殺虫殺菌　2,500

水稲刈取
（カッター） 28,000 31,500

２2,０００
倒伏等作業困難な場合
に は 両 者 協 議 の う え
割増料金

29,480
32,120

（10a未満）

29,480
32,120

（10a未満）

水稲刈取（結束） 10a当り4,840割増 25,300

麦刈取（カッター） 18,700

籾 運 搬 生籾1㎏　5 2,200

玄米 麦運搬30㎏
玄米籾運搬30㎏　363

保冷庫搬入
１袋当り121割増

110 132

乾 燥 調 整 料 １㎏　４8 １㎏　３3 玄米
１㎏　４2

玄米
１㎏　４2

畦 塗 り １ｍ当り（片側）１21 片面１ｍ当り    ６6 50ｍ当り3,960 １ｍ当り １10

ロールベーラー 米　4,400
麦　5,500

稲わら結束
6,600

麦の播種 種子のみ 5,500
施　　肥 7,150

そばの播種 ３,3００

そばの刈取 ８,8００

機械除草 １㎡　 　２2

※すべて参考価格です。（単位：円）

❻



行　　田 川　　里 羽　　生
作業単位

作業名 10a以上 10a未満 10a当り 10a以上 10a未満

耕 耘 １ 回 目 6,600 7,150 春作業 ５,83０ 6,600 7,150

耕 耘 ２ 回 目 4,400 4,950 春作業 5,5００ 4,4００ 5,170

代掻１回耕耘あと 8,250 9,350 9,460
（３回掻き）

8,250 9,350

代掻２回耕耘あと 7,150 8,250 7,150 8,250

田 植 え 7,700 8,800 9,680 7,700 8,800

育　　　　　苗 １枚　８8０ １枚　８8０
（播種のみ１枚440）

１枚　1,100（種子代含む）
苗運搬料　１箱　５5

肥 料 散 布 3,300
肥料代別途

2,200
肥料代別途

3,300
肥料代別途

農 薬 散 布
乳剤　１,1００
粒剤　２,2００
農薬代別途

２,2００
農薬代別途

乳剤　1,1００
粒剤　２,2００
農薬代別途

水稲刈取
（カッター）

22,０００ 24,2００

22,０００

１０ａ以上 １０ａ未満

※結束の場合３,０００割増
※倒伏の場合、両者協議

のうえ割増料金決定

水稲刈取
（ｶｯﾀｰ結束） 24,200 26,400

麦刈取
（ｶｯﾀｰ結束） 20,900 22,000

施肥播種

麦播

麦刈取
（カッター）

20,900 22,000

19,140
6,050 6,600

※結束の場合3,300割増
※�倒伏の場合、両者協議

のうえ割増料金決定
麦播（マウントタイプドリルシーダー）

10,340 11,220

玄 米
麦運搬   30㎏ １1０ モアによる

雑草処理 6,600 7,150

乾 燥 調 整 料 出来高１㎏39（くず米含む） 米・麦　 １㎏ 　３7 できあがり１㎏当り４4（クズ米含む）

畦 塗 り １ｍ当り　88（片側） １ｍ当り　110（片側） １ｍ当り　88（片側）

ロールベーラー ５,5００

※これは、各地域の農作業料金を決定する機関によるものです
※すべて消費税10％込みの価格です（単位：円）

令和７年度 ほくさい管内地域別農作業料金一覧表
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（８頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　加須市北川辺地区で、７月30日から「五百川」の稲刈り
がスタートしました。ＪＡは今年からコシヒカリ系の極早
生品種の「五百川」を農産物検査の選択銘柄に加えました。
　３農業法人が共同運営する大曽営農組合（おおぞえいの
うくみあい）は、「五百川」を4.5㌶栽培。７月30日に２台
のコンバインで効率よく稲刈り作業をしました。
　この後、「あきたこまち」や「コシヒカリ」など15品種、
160㌶の刈り取りが10月中旬まで続きます。
　同組合の大谷寿男代表は「イネカメムシ防除と高温障害
対策を徹底し、良質な米が収穫できた。昨年から米価が生
産意欲の湧く価格となったので、収穫作業に張り合いが出
る。少しでも早く消費者に新米が届くように努めたい」と
話しています。
　また、ＪＡ北川辺農産物直売所は８月２日より「五百川」
の新米販売を始めました。
　ＪＡで農産物検査をした130袋（１袋／60㌔）全量が１
等の格付となりました。新米価格は玄米１㌔750円（税込）
で、土日の２日間は新米をもとめる多くの利用者で賑わい、
400㌔を売り上げました。
　８月４日に同直売所を訪れた、茨城県古河市の鈴木力さ
んは「五百川」を手に「備蓄米を買いに来たが新米が売っ
ていたので驚いた。五百川というお米を初めて知った。食
べるのが楽しみ」と笑顔を見せました。　
　同直売所の多田富雄店長は「コシヒカリ系の五百川は艶と
粘りがあり、さっぱりした甘みが特徴。利用者からも好評だ。
この時期の新米を是非味わってほしい」と話しています。

　ＪＡは７月９日、ＪＡ本店で加須農林振興センターとＪＡ全農さいたまの
職員を講師に迎え、水稲高温対策講習会を開き、水稲農家72人が参加しま
した。ＪＡ管内は６月から猛暑日が続き、水稲の高温障害が懸念され、イネ
カメムシの発生も予測されるため、今回初めて講習会を開きました。
　初めに同センター農業支援部技術普及担当の大宅万喜子担当部長が、「今
からできる水稲の高温対策」について説明しました。次に全農の上野敏昭技
術参与が「斑点米カメムシの生態と防除」について説明。参加者はメモを取
り真剣に聴いていました。
　また、７月１２日からＪＡ管内でイネカメムシの広域防除がスタートしま
した。
　加須市の北川辺地区と大利根地区は、無人ヘリ防除協議会が、また、加須
市の加須地区、騎西地区と行田市、羽生市、鴻巣市の川里地区ではＪＡほく
さいが申し込みの受付けをし、1728戸、2669㌶を２回防除しました。
　事前に散布日時を近隣や養蜂家などに周知し、委託業者が無人ヘリや農業
用ドローンで殺虫剤の「スタークルメイトフロアブル」や「エクシードフロ
アブル」等を、周囲に注意しながら散布しました。
　ＪＡ営農支援課の渡辺昌美課長は「散布料金を安価に設定することで生産
者の経費負担を最大限考慮した。広域防除により、生産者の手取りアップに
繋がれば」と話しています。

「五百川」稲刈り　直売所で販売始まる

高温・イネカメムシ対策講習会とイネカメムシ広域防除

「五百川」を刈り取る組合員

イネカメムシの防除について講義する
全農さいたまの上野技師

「五百川」を購入した鈴木さん（右）

無人ヘリでイネカメムシの防除をする
オペレーター（羽生市で）
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（８頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　ＪＡ女性部村君支部が８月６日に、ＪＡ本店で設立総会を開き
ました。
　初代部長には落合ハツ子さんが就任し、ＪＡが事務局を務めま
す。
　女性部員やＪＡ女性部の長谷川タマ子部長、ＪＡ役職員ら18人
が出席。規約や、役員選任、事業計画など４議案を承認しました。
　ＪＡの大塚宏組合長は「全国的に組合員や女性部員が減少傾向
にある中、新たに女性部が設立することは、ＪＡほくさいとして
も誇らしく胸を張れる。皆さんが自由に活動できるようにサポー
トしたい」と挨拶しました。
　落合支部長は「支部設立は私たちにとって大きな一歩だ。みんなで話し合い協力し、楽しみながら活動し地域貢献に
つなげていきたい」と抱負を述べました。
その他の役員は次のとおり
▽副支部長＝尾上義美さん　▽会計＝吉谷和子さん　▽監事＝井艸薫さん、平井貴美子さん

　北埼玉スマート農業研究会は７月１５日にスマー
ト農業の情報収集と積極的な活用を目的に視察研修
を行いました。
　参加した30人は、茨城県筑西市の㈱大嶋農場で
大嶋康司社長から水稲品種の採種と6次化について
学び、同県つくば市の農研機構中日本農業研究セン
ターで、水稲二期作について学びました。
　同研究会の新井健一会長は「大嶋農場は生産と加
工販売のバランスがよく、経営面で参考になった」
と話していました。

女性部村君支部設立総会

北埼玉スマート農業研究会が県外研修

前列左から大澤治雄営農経済常務、長谷川部長、落合支部長、
大塚組合長、小山晴美羽生地域担当理事と部員の皆さん

ＪＡ営農経済部煙山博貴部長（左）、県加須農林振興センター大宅万喜
子担当部長（左から２人目）、大嶋社長（前列右から２人目）、新井会長
（前列右から３人目）と同会員ら

　ＪＡと㈱あらい農産、埼玉県、行田市は農林水産省と８月５日に、
ＪＡ行田中央支店で水稲のイネカメムシ被害と高温障害対策につい
て意見交換を行いました。
　初めに笹川博義農林水産副大臣が「現場で頑張っている生産者を
どう支えていくか先進農業の取り組みを学び、政策に反映して参り
たい」と挨拶しました。
　意見交換の席で、同社の新井健一会長は「昨年のイネカメムシ被
害で1反当たり1、2俵しか米がとれない農家もあった。支援を必要
とする農家は多い」と実状を話しました。その後、同社が「彩のき
ずな」を栽培する40㌃のほ場を視察した笹川副大臣はイネカメム
シ防除の効果などについて質問していました。

　ＪＡは７月30日、ＪＡ本店で水稲新品種「えみほころ」の栽培講習会
を開きました。
　県農業技術研究センターと県加須農林振興センターの職員を講師に迎
え、ＪＡ管内の水稲農家158人が参加しました。
　令和８年産より一般栽培が可能となるのを前に、栽培の方法などを生産
者に学んでもらうことが目的です。
　「えみほころ」は、中晩生品種で高温登熟性は県育成品種で一番強く、
粘りと甘み粒感があり、しっかりした食感が特徴。栽培については、県農

業技術研究センター水田高度利用担当の山本彩乃技師が、「彩のかがやき」と比較して施肥量は同程度で穂期時期は遅め、
過剰施肥による倒伏に注意することなどを説明しました。

笹川農林水産副大臣が水稲ほ場視察

えみほころ栽培講習会

水稲ほ場を視察する笹川副大臣（中）と
ほ場を案内する新井会長（右）ら

「えみほころ」栽培講習の様子
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（８頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　ＪＡ女性部騎西中央支部は７月17日に、ＪＡ騎西中央支店で女性部員ら35人が
参加し「健康で風土に合った食生活研修」を行い、「もち麦とカリカリ梅の炊き込
みごはん」、「ミニ肉まん」、「なすと豚肉のチンジャオロース」、「豆腐とぬか漬けの
サラダ」、「みょうがと卵のすまし汁」の５品を作りました。
　その他「焼肉のたれ」と「害虫駆除・ホウ酸団子作り」も行い、盛りだくさんな
活動になりました。
　同支部の藤井正子支部長は「３班にわかれて手際よく作りました。部員同士の親
睦も図れました」と笑顔で話していました。

　北川辺加工研究会は７月16日から17日の２日間、日頃の活動協力の
感謝と慰安、視察を目的に、茨城県へ県外研修旅行に出かけました。参
加者は12人。同県高萩市のたつご味噌醸造を視察した同研究会員は、
同社職員の説明に熱心に耳を傾け「大豆と米の割合は？」や「お米の割
合が多いと甘い味噌になるのか？」など積極的に質問していました。
　同研究会の近藤富子副会長は「今年も皆さんのお陰で、研修旅行が無
事開催できたことに感謝します」と話していました。

　ＪＡは７月25日、行田中央支店とＪＡ本店で、管内で子
ども食堂を営む、８団体に、地元で採れた大玉と小玉のスイ
カ合計54個を寄贈しました。
　今回のスイカは、子ども食堂が開催する夏休みイベントな
どで、子どもとその家族約420人に振舞われました。
　スイカを受け取った特定非営利活動法人羽生の杜は７月
26日から28日に催した「夏休み企画」で、子ども達とスイ
カ割りをしました。同法人の田村信征理事長は「子ども達が
声を上げスイカ割りを楽しんで、割れたスイカを夢中で頬張
っていた。いい思い出になったと思う」と話しています。
　ＪＡの大澤治雄営農経済常務は「スイカの寄贈で地域農家
と支援を必要とする子ども達の橋渡しができた。今後も地域
に貢献できる活動を行っていきたい」と話しています。

　北埼玉地区少年野球連絡協議会は７月20日、
26日、27日に、トーナメント戦で行われる第54
回北埼玉地区少年野球大会を、鴻巣市中央公園多
目的グラウンドで開き、12チームが熱戦を繰広
げました。
　ＪＡは大会に協賛し、参加賞のＪＡオリジナル
パックごはん「ＪＡほくさいのごはん」24㌜（１
㌜/12個）と、盾・メダルを寄贈しました。
　今大会は、大利根・不動岡合同チームが優勝し
ました。
　おめでとうございます。

ＪＡ女性部騎西支部が活発に活動

北川辺加工研究会が県外研修旅行

ＪＡが子ども食堂にスイカ寄贈

ＪＡが少年野球大会に協賛

料理を盛り付ける部員ら

スイカを寄贈するＪＡ行田
中央支店加瀬田誠基幹
支店長（左）と子ども食堂
の皆さん↓

←スイカを寄贈する大澤
常務（左から２人目）、田
村理事長（右）と子ども
食堂の皆さん

高速のサービスエリアで

ＪＡ共済連埼玉県本部の地域・農業活性化積立金を活用して地域貢献

優勝した大利根・不動岡合同チーム

寄贈した盾と
メダル
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（８頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　ＪＡ年金友の会は７月10日に、栃木県のプレステージカン
トリークラブで第13回ゴルフ大会を開きました。
　会員相互の親睦と健康増進が目的で、86人が参加しました。
　表彰式では同会の箱島登会長が日頃の年金友の会への協力に
感謝の言葉を述べ「皆さんの生き生きとしたプレーを見て元気
をいただきました」と話していました。
　優勝は、加須中央支店管内の関根眞由美さんです。
　関根さんは「プレーする仲間に恵まれ、優勝できて嬉しいで
す」と話していました。

　ＪＡは７月11日に、ＪＡ騎西中央支店で中国陜西省楡林市
副市長ら農業団体の視察を受け入れました。来訪者は８人で、
同支店の中村哲也基幹支店長とＪＡ騎西営農経済センターの柴
嵜秀光係長が対応しました。
　初めに楡林市人民政府の沈效功副市長が視察受け入れのお礼
を述べ、意見交換会が始まりました。
　中村支店長が、加須市騎西地区の特産である「梨」や「イチ
ジク」などの農産物について説明。梨の花粉は自家採取のため
安全に栽培していると話すと、参加者は通訳を介し、熱心にメ
モを取っていました。
　参加者は「有意義な交流ができた」と笑顔を見せました。

　ＪＡは７月26日、ＪＡ本店駐車場で農業機械展示会を開き、猛暑の
中180人が来場しました。
　組合員に最新の農業機械を紹介することが目的。
　生産者の声を反映し、ＪＡ全農埼玉県本部が発売した共同購入コンバ
インのＰＲや、省力化を狙った農業用ドローンなどを紹介しました。
　組合員が水稲栽培について、高温対策やイネカメムシ防除などを相談
できる「肥料農薬相談コーナー」と農業機械の購入を検討される方のた
めに「ＪＡ農機ハウスローン相談コーナー」も設けました。
　ＪＡ羽生農機センターの森江祐介職員は「組合員と直接あって、情報
交換や農機具のＰＲができた。全農やメーカーと協力し、組合員のニー
ズにいち早く応えたい」と意気込みを語りました。

　　加須農林振興センターは、７月25日に「令和７年度北埼玉地域
法人化・青年農業者研修会」を開き、農業者やＪＡ・市など約30人
の参加がありました。
　テーマは「農業制度資金の仕組みと手続きについて」で、参加者は

「青年等就農資金」や「経営体育成強化資金」などの融資までのスケ
ジュールや融資相談の時の必要書類などについて学びました。
　ＪＡ融資課の比企良和係長は「ＪＡ農業融資」について講義しまし
た。
　参加者は「農業機械などの購入時にはＪＡに融資の相談をしたい」
と話していました。

ＪＡ年金友の会がゴルフ大会開催

ＪＡ騎西中央支店を中国農業代表団が視察

ＪＡが農業機械展示会開催

農業制度資金研修会でＪＡ職員が講師に

左から箱島会長、３位・内田幸造さん（川里中央支店管内）、
優勝・関根さん、準優勝・江森幹夫さん（行田中央支店管内）

柴嵜係長（左から２番目）、中村支店長（左から４番目）と
沈副市長（左から5番目）ら

農機具を見る来場者ら

農業融資制度を説明する比企係長
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青
春
の
想
い
出
弾
く
鳳
仙
花　
　
　
　
　
　

加　

須　

田
口　

悦
子

ふ
た
つ
み
つ
仏
事
続
き
や
百
日
草　
　
　
　

行　

田　

荒
井　

王
子

芭
蕉
に
は
な
れ
ぬ
足
腰
木
下
闇　
　
　
　
　

北
川
辺　

江
田
尚
可
子

晶
子
読
む
芙
蓉
の
小
枝
し
お
り
と
し　
　
　

騎　

西　

田
沼　

絹
子

魂
祭
父
の
自
分
史
そ
っ
と
読
む　
　
　
　
　

行　

田　

永
沼
規
美
雄

秩
父
線
次
の
駅
ま
で
青
田
か
な　
　
　
　
　

羽　

生　

樋
口
登
美
子

祭
笛
聞
け
ば
浮
か
れ
し
五
感
か
な　
　
　
　
　

〃　
　

五
月
女
文
子

風
の
色
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
の
祭
笛　
　
　
　
　

加　

須　

松
永　

喜
芳

向
日
葵
や
信
号
待
ち
の
交
差
点　
　
　
　
　

川　

里　

黒
巣　

友
子

涼
し
さ
や
馳
走
な
り
け
り
川
遊
び　
　
　
　

羽　

生　

木
本　

政
秋

雲
の
峰
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
如
ふ
く
ら
み
て　
　

〃　
　

多
田
千
代
子

友
は
逝
く
男
体
山
の
星
月
夜　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

平
井　

昭
政

香
水
は
鎧
の
ご
と
く
勝
負
の
日　
　
　
　
　

行　

田　

須
加　

信
子

稲
刈
っ
て
一
面
に
風
生
ま
れ
け
り　
　
　
　

羽　

生　

長
瀬　

三
男

八
十
八
の
身
に
も
こ
た
え
る
暑
さ
か
な　
　

加　

須　

内
田
喜
代
子

休
耕
田
朝
も
早
か
ら
草
刈
り
女　
　
　
　
　

行　

田　

新
島　

政
子

杖
を
つ
き
ス
イ
カ
ま
だ
か
と
盆
を
待
つ　
　

加　

須　

谷
川
常
五
郎

※
11
月
号
へ
の
投
句
は
、
９
月
25
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
住
所
・
氏

名
・
連
絡
先
を
ご
記
入
の
上
、
〒
３
４
８-

８
５
１
３　
Ｊ
Ａ
ほ
く

さ
い
営
農
支
援
課
（
住
所
不
要
）
宛
て
に
お
願
い
し
ま
す
。

応
募
資
格
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管
内
に
お
住
い
の
方
。
誌
面
等
の
都
合

に
よ
り
投
句
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
の
句
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
句
は
折
原
野
歩
留
先
生
の
手
直
し
を
経
て
、
掲
載
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
原
野
歩
留　

選

国
難
を
知
る
や
知
ら
ず
や
青
田
風　
　
　
　
　

騎　

西　

泉
津
井　

清

（
評
）世
界
の
各
地
で
戦
争
が
勃
発
し
長
期
化
し
て
い
る
。
日
本
に
於
い
て

も
ト
ラ
ン
プ
関
税
や
物
価
高
騰
に
政
局
も
乱
れ
、
正
に
国
難
の
時
代
で
あ

る
。
そ
ん
な
事
を
知
る
す
べ
も
な
く
、
青
々
と
稲
が
成
長
し
て
ゆ
く
。

そ
こ
を
渡
る
風
に
安
寧
を
願
う
作
者
の
安
堵
と
不
安
が
交
差
す
る
。

きたかわべ通 信
各地区の編集委員が自慢の人・モノ・場所を
ご紹介します。
今回は北川辺地区です。

　「渡良瀬遊水地まつり ㏌ KAZO」は、渡良瀬遊水地が平成24年7月にラムサール条約登
録湿地となったことを記念し、平成25年から毎年開催されています。13回目となる今年も、
さまざまな催しが行われる予定です。JAほくさいではパックご飯（JAほくさいのごはん）の
販売を、JAほくさい女性部北川辺支部では手作りの赤飯を販売してまつりを盛り上げます。

酒巻古墳群
酒巻会館：行田市酒巻1492-1

行田市郷土博物館：行田市本丸17-23

第13回
渡良瀬遊水池まつり

in KAZO

ＪＡ女性部北川辺支部の赤飯も
販売予定です

昨年の熱気球係留体験の様子
写真提供：加須市

開催日時▶令和７年10月５日㈰　9：30 ～15：00　荒天中止
開催場所▶渡良瀬遊水地芝生サッカーグラウンド －イベント－

⃝熱気球係留体験

⃝ストライダーレース＆
体験

⃝カヌー＆ヨット体験

⃝レンタサイクル

⃝サイクリングヨガ

⃝アウトドア展示・体
験

⃝野鳥観察ツアー

⃝お笑いライブ・ステ
ージ発表

⃝模擬店・キッチンカ
ーなど

おまつりに
レッツゴー！
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法
律
相
談

＆

Ａ

Ｑ

②
借
地
権
を
他
人
に
譲
渡
し
た
い
が
地
主
が
反
対

― 

地
主
の
承
諾
に
代
わ
る
裁
判
所
の
許
可

①
千
円
の
着
服
で
１
２
０
０
万
円
の
退
職
金
が
ゼ
ロ
？

― 

ゼ
ロ
と
す
る
判
断
も
裁
量
の
範
囲
内
で
適
法

父
は
、
29
年
間
、
市
バ
ス
の

運
転
手
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

運
賃
千
円
を
運
賃
箱
に
入
れ
ず

に
着
服
し
た
こ
と
と
、
車
内
で

は
禁
煙
だ
っ
た
の
に
、
乗
客
が

い
な
い
車
内
の
運
転
席
で
停
車

中
に
１
週
間
に
５
回
も
喫
煙
し

た
こ
と
を
理
由
に
懲
戒
免
職
と

な
り
、
１
２
０
０
万
円
位
貰
え

る
は
ず
だ
っ
た
退
職
手
当
が
ゼ

ロ
に
な
り
ま
し
た
。
父
は
、
今

ま
で
公
金
を
着
服
し
た
こ
と
は

無
く
、
千
円
も
弁
償
し
て
い
ま

す
。
退
職
手
当
の
請
求
を
争
え

る
で
し
ょ
う
か
。

私
A
は
B
に
対
し
て
、
約
40

年
前
に
、
普
通
建
物
の
所
有
を

目
的
と
し
て
、
宅
地
3
0
0
㎡

を
「
賃
借
権
の
譲
渡
・
転
貸
の

禁
止
」の
特
約
を
し
て
賃
貸
し
、

B
は
木
造
建
物
を
建
て
て
今
日

ま
で
居
住
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
た
び
、
B

は
、
建
物
と
土
地
賃
借
権
を
第

三
者
C
に
売
り
渡
し
た
い
と
し

て
、
A
を
相
手
方
と
し
て
「
賃

貸
人
の
承
諾
に
代
わ
る
裁
判
所

の
許
可
」
の
申
立
と
い
う
手
続

き
を
裁
判
所
に
し
て
き
ま
し

た
。
A
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し

た
ら
良
い
で
し
ょ
う
か
。

建
物
の
所
有
を
目
的
と
す
る
土

地
賃
貸
借
契
約
の
賃
借
人
B
（
借

地
権
者
）
は
、
借
地
上
の
建
物
に

つ
い
て
は
所
有
者
で
あ
る
も
の

の
、
借
地
権
を
第
三
者
に
譲
渡
す

る
た
め
に
は
、
賃
貸
人
A
の
承
諾

を
得
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。
こ

れ
に
違
反
し
て
譲
渡
す
る
と
、
賃

貸
人
か
ら
土
地
賃
貸
借
契
約
を
解

除
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、借
地
借
家
法
19
条
は
、

賃
借
人
B
を
保
護
す
る
た
め
、
賃

貸
人
の
承
諾
が
得
ら
れ
な
く
て

も
、
裁
判
所
の
許
可
を
得
れ
ば
賃

借
権
を
第
三
者
に
譲
渡
で
き
る
と

規
定
し
て
い
ま
す
。

B
の
申
立
を
受
け
る
と
裁
判
所

は
、
賃
借
権
が
C
に
譲
渡
・
転
貸

さ
れ
て
も
A
が
不
利
益
を
被
る
お

そ
れ
が
な
い
と
判
断
す
る
と
、
B

が
賃
借
権
を
C
に
譲
渡
す
る
こ
と

を
許
可
し
、
同
時
に
賃
借
権
の
譲

渡
承
諾
料
と
し
て
借
地
権
価
額
の

約
10
％
を
A
に
支
払
う
こ
と
を
命

じ
る
決
定
（
審
判
）
を
す
る
で
し

ょ
う
。
そ
れ
故
、
A
は
、
不
本
意

で
あ
っ
て
も
譲
渡
承
諾
料
を
取
得

し
て
借
地
人
が
C
に
代
わ
る
こ
と

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
Ａ
が
譲
渡
を
阻
止
し

た
い
と
き
は
、
賃
借
人
B
に
相
当

の
対
価
を
支
払
っ
て
自
ら
賃
借
権

付
建
物
を
買
い
受
け
る
申
立
を
す

れ
ば
、
C
に
優
先
し
て
、
A
が
賃

借
権
付
建
物
を
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
介
入
権
の
行
使　

同

条
3
項
）。「
相
当
の
対
価
」
と
は
、

建
物
と
賃
借
権
の
譲
渡
代
金
の
合

計
額
か
ら
賃
借
権
の
譲
渡
承
諾
料

を
控
除
し
た
額
と
解
さ
れ
て
い
ま

す
。

①

②

①

②

市
に
は
、
市
職
員
に
対
す
る
退

職
手
当
の
支
給
に
関
す
る
条
例
が

あ
り
、
懲
戒
免
職
処
分
を
受
け
た

退
職
者
に
対
す
る
退
職
手
当
に
関

し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
が
通
常

で
す
。

市
の
条
例
で
は
、
当
該
退
職
者

の
職
務
、
責
任
、
勤
務
状
況
の
ほ

か
、
不
正
の
経
緯
、
そ
の
後
の
退

職
者
の
言
動
、
不
正
が
公
務
の
遂

行
に
及
ぼ
す
支
障
の
程
度
、
不
正

の
公
務
に
対
す
る
信
頼
に
及
ぼ
す

影
響
な
ど
の
事
情
か
ら
、
退
職
手

当
の
支
給
の
有
無
や
額
の
判
断

を
、
管
理
者
の
裁
量
に
委
ね
て
い

る
こ
と
が
多
い
で
す
。
裁
量
に
委

ね
ら
れ
て
い
る
以
上
は
管
理
者
の

判
断
が
、
社
会
通
念
上
著
し
く
妥

当
を
欠
い
て
裁
量
権
の
範
囲
を
逸

脱
し
た
、
又
は
、
裁
量
権
を
濫
用

し
た
、
と
言
え
な
い
限
り
違
法
と

は
い
え
ま
せ
ん
（
最
判
令
和
５
年

６
月
27
日
）。

本
件
で
は
、
わ
ず
か
千
円
で
あ

っ
て
も
公
金
の
着
服
で
あ
り
、
こ

れ
は
バ
ス
事
業
に
対
す
る
信
頼
を

大
き
く
損
な
う
不
正
で
す
。
ま
た

車
内
禁
煙
と
知
り
つ
つ
敢
え
て
車

内
で
喫
煙
す
る
態
度
は
、
勤
務
態

度
の
不
良
を
示
し
ま
す
か
ら
、
退

職
手
当
の
全
部
を
支
給
し
な
い
と

の
判
断
は
、
社
会
通
念
を
逸
脱
し

た
と
は
言
い
難
い
で
し
ょ
う
。

従
っ
て
、
た
と
え
、
29
年
間
の

勤
務
で
初
め
て
の
着
服
で
、
着
服

し
た
千
円
は
弁
償
済
み
で
あ
り
、

「
わ
ず
か
千
円
の
着
服
で
、

１
２
０
０
万
円
の
退
職
手
当
を
失

う
の
は
酷
い
」
と
の
意
見
は
あ
る

と
し
て
も
、
退
職
手
当
の
請
求
が

一
部
で
も
認
め
ら
れ
る
可
能
性
は

低
い
で
し
ょ
う
（
最
判
令
和
７
年

４
月
17
日
）。

�



二重マスの文字を
Ａ～Ｅの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
９
月
の
第
３
月
曜
日
は
―
―
の
日
。

国
民
の
祝
日
で
す

❷
敷
布
団
に
か
け
ま
す

❸
ツ
ナ
や
ビ
ー
ル
を
詰
め
ま
す

❹
仕
入
価
格
の
こ
と

❺
空
振
り
し
た
ら
バ
ッ
ト
が
切
る
も
の

❼
高
知
市
の
景
勝
地
。
坂
本
龍
馬
像

が
あ
り
ま
す

❾
重
い
―
―
を
上
げ
て
出
か
け
た

⓫
ダ
リ
ア
や
コ
ス
モ
ス
は
こ
の
植
物

の
仲
間

⓬
文
は
主
語
、
―
―
、
目
的
語
な
ど

か
ら
で
き
て
い
ま
す

⓭
鶏
卵
の
重
量
の
60
％
を
占
め
ま
す

⓯
兄
が
一
人
い
る
男
性

⓰
し
め
縄
か
ら
下
げ
る
白
い
紙
。

「
垂
」「
四
手
」
と
書
き
ま
す

⓱　

な
く
て
七
―
―

〈
応
募
の
方
法
〉

・�

ハ
ガ
キ
に
答
え
、
住

所
、
氏
名
、
年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
〒
３
４
８
ー
８
５
１
３　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
支
援
課
宛
送

付
（
住
所
の
記
入
は
不
要
で
す
）、

ま
た
は
各
支
店
・
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

右
の
二
次
元
コ
ー
ド
で
も
応
募
で

き
ま
す
。
ご
応
募
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ

い
管
内
（
行
田
市
・
鴻
巣
市
川
里

地
区
・
羽
生
市
・
加
須
市
）
に
お

住
ま
い
の
方
に
限
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

・�

応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ

さ
い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

・�

締
切
は
令
和
７
年
９
月
末
日
到
着

分
ま
で
。

・�

正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を

お
贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応

募
用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び

ご
意
見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用

い
た
し
ま
せ
ん
）

〈
８
月
号
の
答
〉
ウ
ミ
ホ
タ
ル

タ
テ
の
カ
ギ

❶
車
窓
を
流
れ
て
い
き
ま
す

❸
お
し
ゃ
べ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん

❻
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
５
番
目

❼
９
月
１
日
は
―
―
大
震
災
の
起
き

た
日
。
現
在
は
防
災
の
日
に
な
っ
て

い
ま
す

❽
あ
ば
ら
骨
と
も
い
い
ま
す

❿
塗
装
し
て
い
な
い
、
―
―
の
カ
ウ

ン
タ
ー

⓮
数
え
年
99
歳
の
お
祝
い
で
す

⓰
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
の
別
名

⓲
終
わ
っ
た
ら
秋
に
な
り
ま
す

⓳
祭
り
の
―
―
で
焼
き
そ
ば
を
買
っ

た⓴
十
五
夜
に
供
え
る
月
見
―
―

　
９
月
に
な
り
、
米
の
収
穫
も
繁
忙
期
に
入
り
ま
し
た
。
今
年
の
夏
は
、

例
年
に
比
べ
て
も
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
の
で
、
塩
分
摂
取
や
こ
ま
め

な
水
分
補
給
を
心
掛
け
、
し
っ
か
り
熱
中
症
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
�

Ｓ
・
Ａ

編
集
後
記

☆
７
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
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ＪＡほくさい合併30年記念
　　　　クイズに答えて

「えみほころ」 精米５㌔ を当てよう！
新米 抽選で30名様

　おかげさまでＪＡほくさいは、合併30年目を迎えました。
　これを記念して、管内でとれた新米の「えみほころ」５㌔を
クイズ正解者の中から抽選で30名様にプレゼントします！

【応募方法】
　下記の二次元コードもしくはハガキに
住所・氏名・年齢・連絡先・メールアド
レス（あれば）・クロスワードパズルの
答えを記入して、ご応募ください。

宛先　〒348︲8513（住所不要）
　　　ＪＡほくさい営農支援課　「えみほころ」プレゼント係
締切　令和７年９月30日㈫　消印有効
当選　当選は商品の発送をもって代えさせていただきます。

【個人情報の取り扱いについて】
この応募用紙は抽選と商品発送の目的以外には使用いたしません。

「えみほころ」は埼玉県が
育成した一番新しいお米で
す。粘りが強く、甘みがあ
り、しっかりした食感が特
徴です。食べた方が「顔が
ほころび、笑顔になってほ
しい」という願いを込めて
名付けられました。

クロスワードパズル　ピンク色のマスの文字をＡ～Ｄの順に並べできる言葉は何でしょうか？
1 5 7 11

2

8 9

D
3 6

B
4

A

10

C

ヨコのカギ
①埼玉県の新品種のお米
②備えること
③文字や記号などの「印」をつけること
④鳴き声はモーモー
⑧穀物や飼料を貯蔵します
⑩かまぼこの由来となった植物

タテのカギ
①七福神の鯛を持った神様をお祀りする行事
⑤歌舞伎の主役が歩く花〇
⑥髪をとかします
⑦我が農協
⑨過去の善行・悪行が返ってくること
　〇〇応報
⑪陶芸で使う道具

A B C D

ほくさい農業協同組合　　営農支援課　担当：渡辺　☎048－563－3000
お問い合わせ先


